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2018 年 07 ⽉ 25 ⽇ 
 

「加熱式たばこ等の安全対策検討会(第１回)」概要 
 
 
平成 30 年 7 ⽉ 25 ⽇に「加熱式タバコ等の安全対策検討会 (第１回)(事務局：消防庁予

防課)」が開催され、加熱式タバコへの消防法令の適⽤についての検討がなされました。 
FESC が当該検討会を傍聴し、その内容について以下の通り概要を作成しましたので、皆

様の業務にお役⽴てください。 
 
 

1.検討会の⽬的 
⽕を使⽤しない新たなたばこ（加熱式たばこ等）の市場が急速に拡⼤する中、これら

の⽕災発⽣危険を検証・整理するなどして、消防法令等の適⽤を明確にすることで、
適⽤される安全対策を整理するための検討を⾏う。 

 
2.検討会の構成（敬称略） 

  座  ⻑ 関澤  愛 （東京理科⼤学教授） 
  座⻑代理 松⼭  賢 （東京理科⼤学国際⽕災科学研究科⽕災科学専攻教授） 
         松沢 ⼆三⼦（主婦連合会） 
       関  琢史 （（⼀社）⽇本たばこ協会事務局⻑） 
       武⽥ 基樹 （全国たばこ販売協同組合連合会総務部⻑） 
       ⽵⽥ 和弘 （（⼀社）電池⼯業会⼆次電池第 2 部会技術委員会委員） 
       千葉  博 （（公財）⽇本防炎協会技術部審議役兼試験室⻑） 
       ⾕⼭ 明⼦ （東京消防庁予防部査察課⻑） 
       塩⾕ 雅彦 （千葉市消防局予防部予防課⻑） 
       ⼩川  晶 （川崎市消防局予防部危険物課⻑） 
       ⽥村 裕之 （消防⼤学校消防研究センター⼤規模⽕災研究室⻑） 
  ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ ⽇本たばこ産業株式会社 
       フィリップモリスジャパン合同会社 
       ブリティッシュ・アメリカン・タバコ・ジャパン合同会社 

 
3.検討会での検討項⽬ 

  （1）加熱式たばこ等の各種法令での取扱い及び検討スケジュールについて 
  （2）たばこ⽕災の実態分析について 
  （3）事業者提出資料に基づく加熱式たばこの⽕災発⽣危険について 
  （4）⽐較実験案について 
  （5）危険物関係法令における加熱式たばこ等の取扱いに係る検討の進め⽅について 
  （6）その他 

   
  4.冒頭挨拶 
   （１）総務省消防庁⼩宮審議官 
     住宅⽕災の原因の上位はたばこ⽕災であり、これらを減らすのが重要と考えてい

る。⼀⽅で、加熱式たばこの市場が急速に拡⼤しているなかで、全国消防⻑会の予
防委員会から、その⽕災危険性について整理してほしいとの意⾒があった。 

     本検討会では、加熱式たばこの安全対策を検討し、今後の防⽕対策に⽣かすべく、
活発な議論をお願いしたい。 
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   （２）関澤座⻑ 
     住宅⽕災における死者を減らすことは⻑年の課題の⼀つである。その⼀環として

RIP シガレット（低燃焼性たばこ）の研究に⻑年携わってきたが、たばこ⽕災のメ
カニズムは⾮常に複雑だということが分かっている。 

     今回のテーマである加熱式たばこがどのように⽕災リスクの低減に効果があるの
かを科学的に分析して、今後の対策に⽣かしていくことは⾮常に意義があることだ
と考えている。活発な議論を期待したい。 

 
5.検討概要 

（1）加熱式たばこ等の各種法令での取扱い及び検討スケジュールについて 
 ＜概要＞ 

・タバコ税法上、紙巻きたばこと加熱式たばこはその適⽤があるが、電⼦煙草につ
いては適⽤がない。また、たばこ税法取扱い通達の中で、加熱式たばこは「たばこ
またはたばこを含むものを”燃焼せず“、加熱して、たばこの成分を吸引により喫煙
し得る状態に製造された製造たばこをいう」と定義されている。 
・電⼦たばこについては、現在はニコチンやたばこ葉を含むものはなく、電気を熱
源として燃焼を伴わないものが流通しており、たばこ税法の適⽤が無い。 
・消防法令上では消防法第 3 条第 1 項及び第 5 条の３第 1 項の中で、「⽕災の予防
に危険であると認める」場合に、喫煙が制限されている。同法 23 条においても「⽕
災の警戒上特に必要があると認める」ときに「期限を限って、⼀定区域内」におい
て市町村⻑が喫煙を制限することができるとされている。 
・⽕災予防条例（例）では 23 条で「消防⻑が指定する場所」において喫煙を規制
し、28 条 5 項では作業場での喫煙を「⽕災予防上安全な場所」に吸殻容器を置い
てすることを求め、29 条で「⽕災に関する警報が発せられた場合」に喫煙を規制し、
たばこの吸い殻の始末を求めている。 
・「マッチ、ライター等で点⽕し、喫煙する⼀連の⾏為」を喫煙と位置付けているが、
現時点では加熱式たばこ等の⽕災発⽣危険が明確ではなく、判断基準が無いことか
ら加熱式たばこを喫煙規制の対象としている消防本部がある。 
・⽕を使⽤せずに燃焼しないこととされている加熱式たばこ等の消防関係法令上の
扱いを明確にするとともに、適⽤される安全対策を明確にするのが本検討会の⽬的
である。 

     
（2）たばこ⽕災の実態分析について 
 ＜概要＞ 

・タバコを発⽕源とする住宅⽕災の件数と死者数の推移をみると、たばこ⽕災の件
数、死者数ともに減少傾向にある。 
・過去 10 年の発⽣経過別の件数をみると、「不適当なところ（ごみ箱等）に捨て置
く」、「（寝たばこ等で）⽕源が転倒落下する」が原因として圧倒的に多かった。 
・過去 10 年の発⽣経過別の死者数をみると「（寝たばこ等で）⽕源が転倒落下する」
ことによる死者数が最も多かった。 
・着⽕物別の件数をみると、寝たばこによるものと考えられるふとん等が最も多く、
次いでごみ屑、紙屑等に着⽕した⽕災が多かった。 
・着⽕物別の死者数をみると、ふとん等に着⽕した寝たばこと考えられる⽕災の死
者が最も多かった。 
・年代別の死者数の推移をみると、65 歳以上の⾼齢者の割合が増加傾向にあり、
40 代未満の死者は少ない。 
・紙巻きたばこで発⽣頻度の⾼い寝たばこ、ごみ箱への直接廃棄や消⽕不充分を想
定した⽐較実験を⾏うことで、加熱式たばことの⽕災発⽣危険を⽐較できるのでは
ないか。 
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（3）事業者提出資料に基づく加熱式たばこの⽕災発⽣危険について 
 ＜概要＞ 
 ①フィリップモリスジャパン合同会社の IQOS について 
 ・加熱ブレードでたばこの葉を加熱する仕組みだが、加熱部分は露出しておらず、

使⽤時でも 350℃以下の温度となるようになっている。使⽤中でも外周温度は 60℃
以下となっている。 

 ・バッテリーを使⽤しているが、たばこ葉を加熱するたばこホルタ―には加熱ブレ
ードオフ機能があり、万が⼀ソフトウェア不具合で加熱が制御されない場合でもプ
リント回路版にフェールセーフスイッチがある。 

 ・たばこホルダーを充電するポケットチャージャーに使⽤されているバッテリーに
も、セルに電流遮断装置、正温度係数スイッチ等の安全機構があり、バッテリーパ
ックには過充電等から保護する保護回路モジュールが組み込まれている。 

  
 ②⽇本たばこ産業株式会社の Ploom TECH について 
 ・カートリッジにある⼩型ヒーターでリキッドを加熱する仕組みだが、ヒーターは

外部に露出しておらず、使⽤時でも 250℃~290℃の温度で加熱するようになって
いる。使⽤時でも外周温度は 40 度未満となっている。 

 ・吸引を感知してヒーターに通電する仕組みとなっているため、バッテリーに異物
が取り付けられ、短絡したとしても通電せず、万が⼀通電した場合でも過電流保護
回路が内蔵されており、電流が遮断される仕組みとなっている。 

 ・落下試験、静荷重試験及び衝撃試験を実施し、衝撃等で危険な事象が⽣じないこ
とを確認している。 

 
 ③ブリティッシュ・アメリカン・タバコ・ジャパンの glo について 
 ・加熱装置にたばこスティックを挿⼊して加熱する仕組みだが、加熱部分は外部に

露出しておらず、使⽤時でも 240±5℃の温度で加熱するようになっている。使⽤時
でも外周温度はおよそ 25 度で、最⾼温度は 48℃となっている。 

 ・ヒーター部の電圧は常に計測されており、⾼温の異物が挿⼊された場合には加熱
は中断される。また、温度の急上昇・急降下、加熱部の温度不⼀致を感知すること
で、異常加熱を防⽌する仕組みとなっている。 

 ・ 加 熱 装 置 は 、 第 三 者 機 関 に 家 庭 ⽤ 及 び こ れ に 類 す る 電 気 機 器 の 安 全 性
（IEC-60335-1）の評価を受けている。 

 
 ＜（１）~（３）に対する主な意⾒等＞ 
 ・今回の検討の範囲には電⼦たばこは含まれるのか？ 
 ⇒今回は、たばこ税法が適⽤されている加熱式たばこを対象とし、電⼦たばこは含

まない。 
 ・電⼦たばことは何か？ 
 ⇒⼀般的に電⼦煙草は液体ニコチンが使⽤されているものを指すが、液体ニコチン

は⽇本では薬事法で認可されていない。そのため、国内ではニコチンが含まれてい
ない電⼦煙草が流通している。 

 ・IQOS はたばこホルダーにリン酸鉄リチウム電池が、ポケットチャージャーには
コバルト酸鉄リチウム電池が使⽤されているが、それぞれに保護回路があるのか？ 

 ⇒それぞれに保護回路がある。 
 ・万が⼀バッテリーの保護回路が正常に作動しなかった場合に、物理的に電流が流

れなくなるような措置は取られているのか？ 
 ⇒IQOS の場合、加熱ブレードの抵抗を監視し、急激な加熱等を感知した場合には

物理的にバッテリーが離される仕組みになっている。 
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 ⇒Ploom TECH の場合、吸引を感知してバッテリーからヒーターに給電されるので、
短絡という事象は起きにくいが、最悪、連続給電されてしまった場合でも、11 分間
しかバッテリーが持たず、外周温度も 155℃までしか上昇しない。 

    ⇒glo の場合、ソフトウエアが正常でないとヒーターへ電流は流れないが、万が⼀
流れてしまった場合でも、ヒーター部分は断熱材に覆われているため、急激に外周
温度が上昇することはない。 

    ・ 
 

   （4）⽐較実験案について 
    ＜概要＞ 
    ・現在市場に出回っている加熱式たばこ 3 種類と、⽐較⽤の紙巻きたばこを実証実

験の対象としている。 
    ・基本データの測定として加熱式たばこと紙巻きたばこの外周部と内部の温度を熱

電対により測定し、サーモグラフィーカメラで温度を可視化する。 
    ・⽇常的に使⽤されているふとんの上に加熱式たばこと紙巻きたばこを置き、くん

焼の有無を確認する。 
    ・市販のプラスチック製ゴミ箱に丸めたテッシュを⼊れておき、もみ消した紙巻き

たばこの吸い殻と、加熱式たばこのカートリッジを投⼊して着⽕の有無を確認する。 
    ・ステンレス製灰⽫に紙巻きたばこの吸い殻をランダムに置き、その上に加熱式た

ばこのカートリッジを投⼊して、吸い殻のくん焼の有無を確認する。 
    ＜主な意⾒等＞ 
    ・実験の条件を決めるうえで、たばこによる⽕災がどの季節に多いかなどのデータ

はあるのか？  
    ⇒季節ごとの⽕災件数については次回までに資料の有無を確認しておく。 
    ・「⽇常的に使⽤されるふとん」とされているが、ふとんと⼀⼝で⾔っても素材に化

繊が含まれていたりといろいろな種類がある、どういったものを想定しているの
か？ 

    ⇒ふとんの素材についても、現在市場にどのようなものが多く出回っているのかを
踏まえて検討する。 

    ⇒（座⻑補⾜）通常の紙巻きたばこでも出⽕させるのは難しい。まずは紙巻きたば
こが出⽕する条件を整え、そのうえで⽐較実験を⾏うこととしたい。 

    ・危険物に係る事項について、何らかの実験を⾏う予定はあるのか？ 
    ⇒実験の予定はない。 
    ・次回までに実験を⾏ってその結果を報告するのか？ 
    ⇒今回の検討結果に基づき実験を実施する業者選定等を⾏い、秋ごろの第２回検討

会でその経過等を報告し、冬に⾏う第 3 回の検討会で実験結果を取りまとめる予定。 
    ・バッテリーが⼊っている製品なので、現実に起こりそうな衝撃試験等を⾏って⽀

障が無いかを⾏うべきではないか？ 
    ⇒電池の安全性の試験になってしまうので、今回の検討会の趣旨とは違う。 
    ⇒各社でバッテリーの安全性に係る実験を⾏っていれば⼗分ではないか。 
 
   （5）危険物関係法令における加熱式たばこ等の取扱いに係る検討の進め⽅について 
    ＜概要＞ 
    ・危険物は、⽕気等に容易に着⽕する危険性があることから、危険物の規制に係る

政令により、危険物施設では「みだりに⽕気を使⽤しないこと」や、可燃性上記等
が滞留するおそれのある場所では「⽕花を発する機械器具等を使⽤しないこと」と
規定されている。また、⽕災予防条例（例）においても、少量危険物施設では「み
だりに⽕気を使⽤しないこと」とされている。 
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    ・全国消防⻑会から「加熱式たばこ等が消防法令上の⽕気に該当するか否かが明確
になっておらず。消防法令上の取り扱いについて疑義が⽣じており、危険物施設関
係者への指導や⽴⼊検査時に仕様を確認した場合の違反処理について⽅針を明確に
する必要がある」との意⾒があった。 
・また、ガソリンスタンドの関係事業団体からも「危険物を貯蔵し、または取り扱
う場所において加熱式たばこを使⽤することについて、消防法令上の取り扱いが明
確になっておらず、施設運営上顧客への注意喚起に苦慮している」や「従来たばこ
との⾒分けがつきにくいため、ガソリンスタンドでの喫煙が可能であるという誤っ
たメッセージになりかねず、混乱が⽣じる危険性がある」などの意⾒があった。 
・本検討会では、危険物施設や少量危険物施設における、消防法令や⽕災予防条例
（例）の適⽤関係や施設側の安全管理のあり⽅等、加熱式たばこの取り扱いについ
て整理する。 
 

 6.その他 
  本⽇の検討結果を踏まえ、8 ⽉〜10 ⽉頃に第２回検討会が実施される。年内には⽐較

検証実験が実施され、11 ⽉〜来年 2 ⽉頃に第 3 回検討会が開催される予定である。 
以上 


